
自然災害科学 J.JSNDS27-2147-160（2008）

１４７

２００６年台風１３号（SHANSHAN）
の気象的特徴と九州・山口地方
における農業災害

報告

山本 晴彦＊・岩谷 潔＊・高山 成＊・兼石 篤志＊＊・古賀 敦子＊・

東山 真理子＊＊・原田 陽子＊＊

MeteorologicalCharacteristicsbyTyphoon０６１３
(SHANSHAN)andAgriculturalDisasterin

KyushuandYamaguchiDistricts

HaruhikoYAMAMOTO＊,KiyoshiIWAYA＊,
NaruTAKAYAMA＊,AtsushiKAMEISHI＊＊,
AtsukoKOGA＊,MarikoHIGASHIYAMA＊＊

andYokoHARADA＊＊

Abstract

TyphoonNo.０６１３ (SHANSHAN)passedthroughthenorthernpartoftheKyushu
regiononSeptember１７,２００６． Gustywindsexceeding４０m/swererecordedin
KyushuandtheWesternChugokuDistrict,aswellasthoseof５０．３m/sand４９．０m/s
observedinSagaandFukuokaPrefectures,respectively.Therewaslittlerainfallafter
thepassageofthetyphoonintheAriakeSeacoastalregionofSagaPrefecture.The
particleofseawaterhavingdispersedfromtheAriakeOceanadheredtothesurfaceof
therice,whilethesalt,whichwasnotflushedoutduetothelackofrain,interfered
withtheinsideoftheplant.Thisresultedin “saltywinddamage” occurringinrice
orsoybeanplants,whichweresubjecttoadeclineintheyieldandqualityinthearea
nearthecoast.Thecropsituationindexofthericewas４２ intheSagaregion,Saga
Prefecture,and４４ inthesoutheastofNagasakiPrefecture,andMinami-Chikugoof
FukuokaPrefecture.
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１．はじめに
２００６年９月１０日２１時，フィリピンの東海上で発

生した台風１３号は，１６日早朝には非常に強い勢力
を維持したまま沖縄県の先島諸島を通過し，西表
島では最大瞬間風速６９．９m/s（観測史上第１位），
最低海面気圧９２３．８hPa（観測史上第１位）を，石
垣島でも最大瞬間風速６７．０m/s（観測史上第２位）
の記録的な暴風を観測した（沖縄気象台，２００６）。
台風１３号は東シナ海を北上し，１７日には九州西岸
に接近・北上し，強い勢力を保ったまま１８時過ぎ
に長崎県佐世保市付近に上陸した。その後，台風
は九州北部から響灘に抜け，日本海を北東進し
た。台風１３号の通過により，長崎県野母崎で最大
風速４６m/sの極値を観測するなど，九州各地で暴
風が吹き荒れた（福岡管区気象台，２００６；長崎海
洋気象台，２００６）。
大分県佐伯市蒲江では１時間降水量１２２mmを

記録したのをはじめ（大分地方気象台，２００６），台
風により秋雨前線の活動が活発となり，九州北部
の背振山系の北斜面に位置する地域では局地的な
集中豪雨に見舞われた（佐賀地方気象台，２００６）。
さらに，宮崎県延岡市では，１７日１４時過ぎに竜巻
が発生し，死者３名，全壊・半壊家屋約１，０００棟の
甚大な被害となった（宮崎地方気象台，２００６；山
本 他，２００８a）。台風１３号の通過の際，九州北
部地方では強風と通過直前から少雨となり，南側
を海岸に面した有明海や周防灘の沿岸地域では，
農作物や樹木に付着した塩分が作物体内に浸入
し，細胞が脱水することによる「潮風害（塩害）」が
発生した（中国四国農政局，２００６；九州農政局統
計部，２００６）。
ここでは，台風１３号の通過直前に梅雨前線の活

動に伴い発生した豪雨と災害の特徴，台風１３号の
気象的特徴と風水害の実態，とくに農業災害の概
要について報告する。

２．台風１３号の経路
２００６年台風１３号の経路図（デジタル台風，２００７

に加筆）を図１に， 台風１３号が先島諸島を通過直
後の９月１６日９時における地上天気図（気象庁，
２００６）を図２に示した。９月１０日２１時，フィリピ

ンの東海上で発生した台風１３号は，太平洋高気圧
の南縁に沿って西進した。台風は１５日には進路を
北に変え，１６日早朝には非常に強い勢力を維持し
たまま沖縄県の先島諸島を直撃した。図３には，
石垣島を通過した１６日６時における気象衛星「ひ
まわり」の赤外画像（高知大学気象情報頁，２００７）
を示した。台風の眼は直径約５０kmと明瞭であ
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図２ ９月１６日９時における地上天気図

図１ ２００６年台風１３号の経路図
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り，周辺部にはきわめて発達した雨雲を伴ってい
ることがわかる。
先島諸島の石垣島付近を通過した台風１３号は東

シナ海を北東進し，１７日には九州西岸に接近・北
上した。台風１３号は，強い勢力を保ったまま１８時
過ぎに長崎県佐世保市付近に上陸し，１９時に佐賀
市の西３０km，２０時には唐津市付近と九州北部を
通過し，２１時には下関市の西５０km付近から響灘
に抜け，日本海を北東進した（福岡管区気象台，
２００６）。

３．近年に九州・山口地方に強風災害を引
き起こした主要な台風

近年に九州・山口地方に強風災害を引き起こし
た主要な台風の比較を表１に示した。豪雨災害を
引き起こした台風としては２００５年台風１４号（牛山・
吉田，２００６；山本・他，２００７）が挙げられるが，
ここには示していない。１９９０年以降，九州・山口
地方に上陸し，大きな被害をもたらした台風は，
１９９１年台風１９号（山本，１９９２；山本・他，１９９２；
山本・他，１９９５a），１９９９年台風１８号（山本・他，
２０００），２００４年台風１８号（山本・他，２００６a）と，
今回の２００６年台風１３号の４個が挙げられる。戦後
最大級である１９９１年台風１９号は，上陸時の勢力は
「大型で非常に強い」，中心気圧９４０hPa，暴風半
径３００km，最大風速５０m/sであり，山口県内の気
象官署（下関地方気象台，山口測候所，萩測候所）
で観測された最大瞬間風速と最低海面気圧をいず
れも更新する第１位の記録となっている（山本，
１９９２）。これに次いで，２００４年台風１８号は「大型で
強い」台風であり，県内のすべての気象官署では
最低海面気圧は第２位の記録を観測している（山
本ら，２００６a）。さらに，１９９９年台風１８号では山
口測候所では最大瞬間風速・最低海面気圧は伴に
第３位を観測するなど，各地で暴風が吹いてい
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図３ ９月１６日６時における気象衛星「ひまわ
り」の赤外画像

表１ 近年に九州・山口地方に上陸した主要な台風の比較

２００６年台風１３号２００４年台風１８号１９９９年台風１８号１９９１年台風１９号比較項目
佐世保市長崎市荒尾市佐世保市台風上陸時の記録 上陸地点

９月１７日１８時９月７日９時９月２４日６時９月２７日１６時上陸日時
強い大型で強い中型で強い大型で非常に強い台風の勢力

北西１５０km 南東２２０km西１９０km 東３１０km１５０km３００km暴風半径
９５０hPa９４５hPa９５０hPa９４０hPa中心気圧
４０m/s４０m/s４０m/s５０m/s最大風速
３５km/h４０km/h４５km/h５０km/h移動速度

山口県内で観測された最大瞬間風速（気象庁）
３７．０m/s（ESE，１９：０９）３８．１m/s（SE，１１：３８）４１．９m/s（E，７：２４）８４５．３m/s（ESE，１７：４２）１下関地方気象台（１９３７年１月～）
４２．２m/s（SSE，２１：３３）５５０．５m/s（SE，１１：２９）２４６．４m/s（SE，８：０９）３５３．１m/s（S，１７：５３）１山口測候所（１９６６年４月～）
３３．５m/s（E，２１：２２）３９．９m/s（SSE，１２：２９）３２４．０m/s（WNW，１０：５１）４５．６m/s（WNW，２０：３０）１＊萩測候所（１９４９年６月～）

山口県内で観測された最低海面気圧（気象庁）
９７２．９hPa（２０：１１）９５１．８hPa（１１：５８）２９６２．６hPa（７：５６）３９４７．０hPa（１８：１０）１下関地方気象台（１８８３年１月～）
９８０．４hPa（２１：１２）１０９６２．９hPa（１２：２４）２９６７．３hPa（８：５７）３９５７．３hPa（１８：３１）１山口測候所（１９６６年４月～）
９７６．９hPa（２１：３２）９５８．１hPa（１２：３５）２９６９．８hPa（８：５９）７９５３．８hPa（１８：５８）１＊萩測候所（１９４８年３月～）

＊萩測候所は廃止され、萩特別地域気象観測所に名称変更。
１～１０）：年別の極値順位
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る。今回の２００６年台風１３号はこれらの３個の台風
と比較すると，勢力が比較的弱く，最大瞬間風速
の極値順位も２位（福岡，長崎），３位（長崎），５
位（山口）など，最大風速・２位（佐賀），最低海
面気圧・６位（福岡，長崎）などに止まったが，
九州北部・山口地方の広域で４０m/s前後の暴風を
観測している。

４．秋雨前線による豪雨と被害の特徴
台風１３号が九州北部を通過する１７日夜の約１日

半前に相当する１６日明け方から昼過ぎにかけて，
九州南部にあった秋雨前線が北上して対馬海峡に
停滞し，台風からの暖湿流が流入して前線の活動
が活発となった。このため，長崎県北部の松浦地
方から佐賀県北部の伊万里市や唐津市などにかけ
て，秋雨前線の通過に伴い記録的な短時間豪雨に
見舞われた。
図４は佐賀県伊万里市と大分県蒲江町の地域気

象観測所（気象庁アメダス）の１０分間降水量・積
算降水量の推移，唐津市厳木町の広川雨量観測所
（国土交通省の所管）における１時間・積算降水量
の推移，表２には秋雨前線により集中豪雨に見舞
われた地域気象観測所（伊万里，松浦，蒲江）の
降水特性と再現年数を示した。
伊万里では１６日１０時までの１時間に９４mm（再

現年数：８１．７年），３時間で２１９mm（再現年数：
１４１．１年）の猛烈な雨を観測し，最大１時間降水量
９９mm（～１０：１０）はアメダス観測開始（１９７５年
９月）以来の極値を更新し，１６日の日降水量
２８５．５mmも観測史上第３位の記録であった。広川
でも，６時から雨足が強まり始め，６０～８０mm/hの
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総降水量日降水量６時間３時間１時間最大１時間観測所県
（１５～１８日）（１６日）降水量降水量降水量降水量

（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）
４０２２８５３２７９（１６日１１時）２１９（１６日１０時）９４（１６日１０時）９９（１６日１０：１０）１伊万里佐賀県
７．８８６．６１４１．１８１．７１０４．８再現年数（１９７６年１月～）
３５７１１５８１１２（１６日９時）１０８（１６日８時）９１（１６日７時）９１（１６日７：００）１松浦長崎県
４．４０．９３．７５５．３５５．３再現年数（１９９９年９月～）
３６１３１２２３０８（１６日２２時）２７０（１６日２０時）１２１（１６日１９時）１２２（１６日１８：５０）１蒲江大分県
８．３１２６．３２６９．９１４３．４１４８．７再現年数（１９７６年１月～）

１～３）：年別の極値順位

図４ 佐賀県伊万里市，大分県蒲江町の地域気
象観測所（気象庁）の１０分間降水量・積
算降水量の推移，唐津市厳木町の広川雨
量観測所（国土交通省）における１時間・
積算降水量の推移

表２ 秋雨前線により集中豪雨に見舞われた地域気象観測所（アメダス）の降水特性と再現年数
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豪雨が４時間も継続し，２９４mmを観測した。ま
た，松浦でも伊万里と同様に集中豪雨に見舞われ
ており，最大１時間降水量９１mm（～７：００）は
観測開始（１９９９年９月）以来の極値を更新した。
図５には秋雨前線の通過に伴う，６時～９時の

１時間毎のレーダー雨量図（「国土交通省，２００６；
「川の防災情報」より転載・加筆）を示した。図中
に雨量観測点を○：松浦アメダス，△：広川雨量
観測所，□：伊万里アメダスで示した。五島列島
から帯状に延びた秋雨前線に伴う降雨域がゆっく
り東進するのに伴い，７時には伊万里市で豪雨に
見舞われている。８時にはさらに東進し，９時に
は伊万里市から唐津市厳木町にかけては雨量強度
５０mm/h以上の豪雨域は小さくなっているもの
の，引き続き前線が停滞していることがわかる。
このような，きわめて短時間の集中豪雨により，
鉄砲水が発生して車が川に転落する被害（伊万里
市黒川町椿原，８時２５分，死者２人，図５の①），
土石流（唐津市相知町田頭，１０時４５分，図５の
②），河川の増水（伊万里市南波多町徳須恵川，１２

時３０分，死者１名），地すべり（伊万里市南波多町
大曲，図５の③）の被害が相次いで発生した。
写真１には，集中豪雨に伴い発生した土石流によ
り埋没した水田の状況（２００６年１０月９日，佐賀県
唐津市相知町田頭，図５の②に位置する）を示し
た。土石流による住家の全壊は１棟に止まったも
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写真１ 土石流により埋没した水田の状況
（２００６年１０月９日，佐賀県唐津市相知
町田頭）

図５ レーダー雨量図（２００６年９月１６日６時～９時）
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のの，住家の一部損壊や普通期水稲が作付けされ
た水田が土砂や倒木で埋没し，大きな物的被害が
生じている。
また，大分県佐伯市の蒲江では，１６日夕方から

帯状の強い雨雲が大分県を北上して暖かく湿った
空気が豊後水道から南東部沿岸に流入した。これ
により，最大１時間降水量１２２mm（～１８：５０，再
現確率：１４８．７年）はアメダス観測開始（１９７６年１
月）以来の極値を更新したのをはじめ，３時間降
水量２７０mm再現確率：（２６９．９年）を観測するなど，
記録的な短時間豪雨に見舞われた。
台風の接近に伴い秋雨前線や暖湿流の流入によ

り対流雲の活動が活発になり集中豪雨に見舞われ
た事例としては，近年では１９９８年８月末の福島県
南部・栃木県北部の豪雨（山本ら，２００１），２０００年
９月の東海豪雨（Yamamotoet.al.,２００２）が挙げ
られる。両者とも太平洋沿岸を北上していた台風
により秋雨前線が刺激され，前者は約５日間，後
者は約１日間にわたり豪雨に見舞われており，本
豪雨のようなきわめて短時間で生じた現象とは異
なっている。

５．台風１３号による強風・豪雨の特徴
先島諸島では１６日早朝に台風１３号が直撃し，西

表島（測候所）で最大瞬間風速６９．９m/s（１９７２年
１月の観測史上第１位），最低海面気圧９２３．８hPa
（１９５４年２月の観測史上第１位）の記録的な暴風を
観測した。また，石垣島（地方気象台）でも吹き
返しの風により最大瞬間風速６７．０m/s（１９４１年６
月からの観測史上第２位）を観測し，最低海面気

圧も９２６．４hPa（１９５４年２月の観測史上第３位）を
観測して，各地で甚大な人的・物的被害が発生し
た（沖縄気象台，２００６）。
その後，東シナ海を北東進し，長崎県佐世保市

付近に上陸した台風１３号により，九州北部を中心
に暴風が吹き荒れた。台風が通過した９月１７日に
九州・山口地方の県庁所在地に位置する気象官署
で観測された気象概況を表３に示した。また，台
風の通過時に九州・西中国・西四国地方の気象官
署で観測された最大瞬間風速（m/s），アメダスで
観測された１７・１８日の積算降水量（mm）の分布
を図６に示した。
九州北部において，台風の進路の東側（右手）

に位置する気象官署では４０m/sを超える南よりの
暴風に見舞われ，福岡４９．０m/s，佐世保４３．５m/s，
長崎４２．５m/s，雲仙岳５８．１m/sで観測史上第２位，
佐賀５０．３m/s，飯塚４０．０m/s，福江５３．４m/sで３位
の観測記録となった。また，山口（測候所）でも
４２．２m/s（観測史上第５位），熊本（地方気象台）
では３３．５m/s（観測史上第８位）の強風を観測し
た。最低海面気圧は長崎で９５４．３hPa（観測史上第
６位）を観測し，福岡・佐賀でも約９６３hPaの低い
値を記録した。
１７日・１８日の積算降水量は，台風の進路の西側

（左手）に位置する長崎県から佐賀県にかけての観
測所で１００mm以上の降水を観測しているが，有
明海や周防灘・別府湾などの沿岸地域では１９mm
以下（凡例では「＋」）と著しい少雨傾向となって
いる。このため，台風進路の東側に位置する長崎
県や佐賀県の南部，熊本県北部，福岡県筑後地方
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表３ ２００６年台風１３号に伴う九州・山口地方の県庁所在地に位置する気象官署の気象概況（９月１７日）

日降水量最大瞬間風速最大風速最低海面気圧気象官署
（mm）起時風向（m/s）起時風向（m/s）起時（hPa）
２４．０２１：３３SSE４２．２５２０：１０ESE２０．０９２１：１２９８０．４１０山 口
６９．５１９：３８S４９．０２１９：４０SSE２０．７１９：４１９６２．７６福 岡
２４．０１８：５０SSE５０．３３１９：００SSE２８．６２１８：５６９６３．０８佐 賀
３８．０１７：３３ESE４３．５２２２：３０WNW１５．８１７：３１９５４．３６長 崎
７．０１８：４６SSE３３．５８１８：４０SSE１６．９１８：２９９７５．１熊 本
３７．０２０：１５SSE３３．３１９：５０SSE１７．２１９：５９９８１．９大 分
３０．５１２：３６ESE３４．２１２：４０ESE１５．２１７：２４９９９．１宮 崎
２５．０１４：４４SSE３９．３１５：００SSE２４．４１６：２０９８６．２鹿児島

2～10）：年別の極値順位
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（有明海沿岸），山口県周防灘沿岸，大分県別府湾
沿岸では，通過時に南の海からの海塩粒子を伴う
強風が吹き付け，通過前からの無降水が長期にわ
たり継続したため，作物に付着した塩分が洗い流
されずに作物体内に進入し，細胞が脱水されて潮

風害が広域にわたり発生した。
広域にわたり農作物の潮風害が発生した佐賀（地

方気象台），山口（測候所）における気象要素の推移
を図７に示した。佐賀では，台風通過時に観測史上
第３位となる最大瞬間風速５０．３m/s（１８：５０，SSE），
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図６ 九州・西中国・西四国地方における最大瞬間風速（m/s），と１７・１８日の積算降水量の分布

図７ 佐賀（地方気象台）山口（測候所）における気象要素の推移
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最低海面気圧９６３．０hPa（１８：５６）を観測している。
台風が佐世保市から唐津市と佐賀地方気象台が位
置する佐賀市の北西を通過したため，風向は南東
→南→南西に変化しており，潮風を伴う暴風が南
の有明海から佐賀平野に吹き込んでいることがわ
かる。また，台風が通過する前には２４mmの積算
降水量が観測されているが，通過直前からはまっ
たく降水が認められていない。この気象現象は，
後で述べる農作物や街路樹における潮風害の発生
を大きく助長した原因と考えられる。山口では，
台風通過時に観測史上第５位となる最大瞬間風速
４２．２m/s（２１：３３，SSE），最低海面気圧９８０．４hPa
（２１：１２）を観測している。台風は響灘を北東進し
たため，東側（右手）の山口では通過時の風向が
佐賀と同様に南東→南→南西に変化しており，潮
風を伴う強風が南の周防灘から山陽側に吹き込ん
でいることがわかる（下関地方気象台，２００６）。

６．秋雨前線と台風１３号による被害の概要
消防庁が取り纏めている平成１８年台風第１３号と

豪雨による被害状況を表４に示した（消防庁，
２００６，平成１８年９月２９日１６時現在）。全国では死
者・行方不明者１０人，全半壊約４００棟，一部損壊約
１０，０００棟の甚大な被害となっている。とくに，沖
縄県では石垣島を台風１３号が直撃したことにより
全壊３６棟・半壊４２棟の住家被害が発生している。

宮崎県では台風通過時に延岡市などで発生した竜
巻により全壊４０棟・半壊１３９棟の大規模な住家被害
と死者３人の人的被害が生じている。また，台風
１３号が上陸・通過した長崎県・佐賀県・福岡県・
山口県では住家の全壊・半壊・一部損壊が計１０，０００
棟弱に達しており，集中豪雨に見舞われた長崎県
松浦地方や佐賀県伊万里・唐津地方では床上・床
下浸水の被害も発生している。

７．台風１３号に伴う農作物の潮風害
台風１３号に伴う九州・山口地方における農作物

の被害をみるため，平成１８年産水稲（うるち米）
の地帯別作況指数を図８に示した。台風進路の東
側に位置する佐賀県佐賀（４２），長崎県東南部
（４４），福岡県南筑後（５６）・北筑後（７４），大分県
北部・湾岸（７２）では作況指数が７５以下と著しく
減収が認められる（中国四国農政局，２００６；農林
水産省，２００６a；九州農政局統計局，２００６）。これ
らの地域で大きく作況指数を下げた原因として
は，台風１３号の通過時に図６や表３に示したよう
に暴風が吹き荒れ，通過直前からの少雨現象によ
り，海岸部から内陸にかけての広域にわたり発生
した潮風害（塩害）が考えられる。
農作物における潮風害（一般的には塩害）の発

生メカニズムは，以下の過程による。台風の接近
に伴う強風により，葉ずれ・籾ずれなどの作物体
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非住家被害住家被害人的被害
その他公共施設床下浸水床上浸水一部損壊半壊全壊軽傷重傷行方不明死者
（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（人）（人）者（人）（人）

４３６６４２５５４７１１広 島 県
４６１４１１３１山 口 県
３９７３１，０３４９５６５２１福 岡 県
３５９１３４７１２，５０６４０３２５２３佐 賀 県
２６７７０３６２５７５，０８０６５６１７長 崎 県
６６０１７７熊 本 県
７１６２１８１１１４４１大 分 県
８４６２９１３９４０１４５４３宮 崎 県
２４３３７１０４鹿児島県

２０３４２３６５９５沖 縄 県
１３１１２３８２３そ の 他
８０３９４９４１１９５９，７５４３０６９２３９９３６１９合 計

表４ 平成１８年台風第１３号と豪雨による被害状況（消防庁，２００６，平成１８年９月２９日１６時現在）
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同士の接触により無数の傷が発生する。海岸から
の強風により，海岸付近は海面から巻き上げられ
た海塩粒子が飛散して農作物に付着する。さら
に，台風通過直後に降雨が無いと，作物体に付着
した海塩粒子が洗い流されないため，傷口から塩
分が進入し，細胞が脱水して植物が枯死する。潮
風害の発生メカニズムは，風速（m/s），海岸から
の距離（km），地形の状況など海塩粒子の飛散に
関する因子，風向などの飛散方向に関わる因子，
台風直後の降水（mm）による海塩粒子の洗浄の
有無に関する因子などにより支配されており，き
わめて複雑である（山本・他，１９９５a；山本・岩
谷，２００６a；山本・他，１９９６；山本・他，１９９７；
山本，２００４；山本・岩谷，２００６b；山本，２００７；
山本・他，２００８a）。

写真２は，２００６年台風１３号により潮風の被害を
受けた水田の状況である（２００６年９月２１日撮影，
山口県山口市佐山）。周防灘の山口湾から約５００m
内陸の干拓地水田で作付けされている中生品種
「ヒノヒカリ」では，生育ステージが登熟期（開花・
出穂期から収穫期までの玄米にデンプンが蓄積し
て熟する期間を登熟期と呼ぶ）の中期に当たり，

強風と通過直前からの少雨により海から飛散した
海塩粒子が稲体に付着し，塩分がイネの体内に浸
入して細胞が脱水して水田一面が枯れる著しい潮
風被害が発生した。本地域における水稲の収穫量
は約１５０kg/１０aで，品質も大部分が規格外となっ
ている（山口農政事務所，２００６）。
平成１８年産水稲の作況指数が戦後最悪の４９で全

国最低であった佐賀県について，１９８５（昭和６０）
年から２００７（平成１９）年までの水稲（うるち玄米）
の単収（kg/１０a）および作況指数の推移を図９に
示した。１９８５年から２００７年までの２３年間で，作況
指数が９０以下の「著しい不良」に見舞われた年は，
１９８５年，１９８７年，１９９１年，１９９３年，１９９９年，２００４
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写真２ ２００６年台風１３号により潮風の被害を受
けた水田（２００６年９月２１日撮影，山口
県山口市佐山）

図８ 平成１８年産水稲（うるち米）の地帯別作
況指数

写真３ 強風により剥がれた道路法面マットが
登熟中期の水稲を覆い，潮風害を免れ
た水稲（２００６年９月２４日撮影，佐賀県
佐賀郡川副町犬井道）
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年および２００６年の７ヶ年であり，約３年に１度に
割合では著しく減収していることがわかる。ま
た，この７ヶ年の中で４ヶ年（１９９１年，１９９９年，
２００４年，２００６年）は，潮風害による減収が主体で
ある。とくに，１９９１年の台風１７・１９号（山本ら，
１９９５a），２００４年の台風１８号（山本・岩谷，２００６b），
今回の２００６年の台風１３号は潮風害の影響が顕著で
あり，２００６年の台風１３号による作況指数４９，単収
２６２kg/１０aは，１９９３年冷夏により凶作であった作
況指数７４（山本ら，１９９５a；山本ら，１９９５b）をも
大きく下回っており，戦後の水稲生産で最悪の結
果となった（佐賀農政事務所，２００６）。
佐賀県では，有明海に面した干拓地の水田を中

心に，登熟中期であった「ヒノヒカリ」や「ヒヨ
クモチ（水稲もち米）」等の中生品種，とくに登熟
中期にさしかかる晩生品種の「天使の詩」等の被
害が顕著であった。写真３は，「ヒノヒカリ」の潮
風害の状況と強風により剥がれた道路法面マット
が水稲を覆って潮風害を免れた状況である（２００６
年９月２４日撮影，佐賀県佐賀郡川副町犬井道）。
有明海から北約１kmに位置する川副干拓地にお
ける潮風害を受けた水田の収量は平年の２０％程度
であるが，強風により剥がれた道路法面マットが
水稲表面を覆って潮風を免れた稲では，帯状に緑
色が残って正常な生育をしており，潮風害の脅威
を垣間見ることが出来る。
潮風害は水稲の収量ばかりでなく，玄米の品質

にも大きな影響をもたらす。佐賀県で平成１８年度
に検査された水稲うるち米の品種別の検査等級比
率（％）を図１０に示した。早期栽培の早生品種
「コシヒカリ」は，お盆前後までには収穫を終えて
いたため，台風１３号による影響は認められず，１
等米が約６５％と高い品質を維持している。また，
早生品種の「たんぼの夢」や「夢しずく」も，１
等米が半数弱で平年とほぼ同様な品質であった。
しかし，二毛作の麦作後に作付けを行う中生品種
「ヒノヒカリ」では，台風１３号が通過した９月１７日
は登熟中期に相当しており，潮風害により発育が
停止したり，玄米の充実が阻害されることにより
品質が大きく低下し，１等米は皆無で規格外が約
３５％に達した。さらに，佐賀県の育成品種である
晩生品種「天使の詩」では，出穂期が「ヒノヒカ
リ」よりもさらに１０日間程度遅いため，潮風害に
よる影響を大きく受けて，約７５％が規格外と劣悪
な品質となった（農林水産省，２００６b；佐賀農政
事務所，２００７）。
有明海干拓地の水田一帯では，政府の減反政策

により転換畑でダイズが作付けされており，国産
大豆の供給地帯として重要な位置を占めている。
写真４と写真５は潮風の被害を受けたダイズの状
況である（２００６年９月２４日撮影，佐賀県佐賀郡川
副町犬井道）。台風通過時に登熟中期であったダ
イズにも潮風による枯死被害が発生しており，子
実の発育が停止する状態で，水稲と同様に有明海
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図１０ 佐賀県で平成１８年度に検査された水稲う
るち米の品種別の検査等級比率（％）

図９ 佐賀県における１９８５（昭和６０）年から２００７
（平成１９）年までの水稲（うるち玄米）の
単収（kg/１０a）および作況指数の推移
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に近い転換畑では被害程度が甚大であった。この
結果，佐賀県におけるダイズ（乾燥子実）の収穫
量は１１７kg/１０aで，平年収量に対して５９％と大き
く減収することとなった（九州農政局統計局，
２００７）。

８．台風１３号に伴う樹木の潮風害
台風に伴う潮風の被害は，水稲やダイズなど農

作物以外に街路樹や防風林などの緑化樹において
も，海岸付近ばかりでなく，内陸部にも発生が認
められることが報告されている（沖中ら，１９８４）。
写真６には，台風１３号に伴い潮風の被害を受けた
山口大学農学部附属農場の防風林の状況を示した
（２００６年９月２９日撮影，山口県山口市吉田）。さら
に，写真７には山口県の県道における街路樹の被
害状況を示した（２００６年９月２１日撮影，山口県山
口市黒川）。これらの地域は，周防灘から北へ約
１０km内陸に位置しているが，南東方位に面した
樹葉のみに茶褐色に変色した枯死被害が発生して
いる。本地域は山口盆地に位置して２級河川の椹
野川が中心を北東から南西に流れ下っており，通
常の主風向は河川に沿ってほぼ北東－南西の方向
である。しかし，山口盆地における樹葉の枯死被
害は写真６と写真７を含むほぼすべての樹葉で南
東方位を示している。このことは，山口湾から潮
風が椹野川を沿って進入したのではなく，南南東
に約２０km離れた防府市沿岸からの山越え気流に
よってもたらされたものと推察される。これは，
図７に示したように山口盆地のほぼ中央に位置す
る山口測候所で最大瞬間風速４２．２m/sが観測さ
れた際の風向SSEとほぼ一致していることから
も推察出来る。山口盆地のような内陸部で潮風害
が発生した原因としては，暴風が周防灘から海塩
粒子を含む潮風をもたらし，台風通過直前からの
無降水により樹葉に付着した塩分が洗い流されず
に葉内に浸入し，細胞を脱水させたことが要因と
判断できる。
写真８は，佐賀空港の北西に隣接する空港道路

に面した街路樹の潮風被害の状況である（２００６年
９月２４日撮影，佐賀県佐賀郡川副町犬井道）。海
岸から北に５００mしか離れていない街路樹の樹葉

には，有明海から飛散した海塩粒子が葉の表面に
付着して，細胞を脱水させて茶褐色に枯死した被
害が南南東の方向のみに顕著に現れている。ま
た，海岸から北に約の１０km内陸にある佐賀市街
地の街路樹の潮風被害を写真９に示した（２００６年
９月２４日撮影，佐賀県佐賀市天神３丁目）。佐賀
市の市街地に位置する「どんどんどんの森」の南
側の歩道にはイチョウが街路樹として植栽されて
いる。北約１０km内陸に位置しているにも関わら
ず，南南東方位に着生した樹葉には潮風により茶
褐色に枯死した被害が確認できる。さらに北に約
１４km内陸に位置する佐賀地方気象台では，図７
に示したように最大瞬間風速５０．３m/sの観測時に
風向はSSEを記録し，台風通過直前から降水も
認められていないこと，写真８や写真９における
樹葉の潮風被害の方位と一致していることから
も，潮風により生じた被害であると判断できる。

９．おわりに
筆者らは，１９９１年の台風１７・１９号以来，約１５年

にわたり農作物の潮風害に関する調査研究を実施
してきた（山本，１９９２；山本ら，１９９２；山本ら，
１９９５a；山本・岩谷，２００６a；山本，２００４；山本・
岩谷，２００６b；山本，２００７）。水稲の潮風害では，
きわめて短時間で水田一面が枯れ上がり，とくに
海岸付近の水田では著しい減収・品質劣化を招く。
農作物への潮風害の影響は，水稲ではとくに出穂
期や登熟初期における潮風への遭遇の有無と少雨
の状況に大きく左右される。農作物の潮風害を回
避・軽減させるには，栽培品種の多様化，栽培時
期の移動等により，出穂期・登熟期を分散させる
ことが実用的な手段であると言える。しかし，米
価の低迷や後継者不足に伴う水田管理の簡素化，
JAにおける単一品種のブランド化，乾燥施設の
能力等の問題を抱えており，十分な対応が困難な
状況にある。また，街路樹や防風林などの緑化樹
においても潮風害の発生が認められることから，
希少な樹木については早期の散水により樹葉に付
着した塩分を洗い流し，潮風害の回避・軽減を図
る対策が重要である。
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写真４ ２００６年台風１３号により潮風の被害を受
けたダイズ畑（２００６年９月２４日撮影，
佐賀県佐賀郡川副町犬井道）

写真９ ２００６年台風１３号により潮風の被害を受
けた街路樹（２００６年９月２４日撮影，佐
賀県佐賀市天神３丁目）

写真８ ２００６年台風１３号により潮風の被害を受
けた街路樹（２００６年９月２４日撮影，佐
賀県佐賀郡川副町犬井道）

写真７ ２００６年台風１３号により潮風の被害を受
けた街路樹（２００６年９月２１日撮影，山
口県山口市黒川）

写真５ ２００６年台風１３号により潮風の被害を受
けたダイズの子実（２００６年９月２４日撮
影，佐賀県佐賀郡川副町犬井道）

写真６ ２００６年台風１３号により潮風の被害を受
けた山口大学農学部附属農場の防風林
（２００６年９月２９日撮影，山口県山口市
吉田）
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